
昭和 38年 10月 10日
月 刊〈毎月 10日発行〉ひさあ（要諸鎚鎚号）第98号、、，J

a
－－－ ，z

・、

〈
空

か

ら

見

た

泊

〉

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

朝

町

教

育

委

員

三
、
小
学
校
統
合
の
基
準

学
校
の
適
正
規
模
と
い
う
こ
と
が
統
合

を
考
え
る
際
に
股
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

学
債
の
規
悦
と
教
師
の
数
、

学
校
の
大
き

さ
と
学
力
あ
る
い
は
社
会
性
、
さ
ら
に
経

費
の
効
率
等
が
逸
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る

川
教
脊
組
織
と
学
校
規
模

学
校
教
育
活
動
の
主
体
は
も
ち
ろ
ん
教

師
で
あ
る
。
教
師
の
質
と
量
は
、
教
育
効

果
を
左
右
す
る
技
大
の
も
の
で
あ
る
c

一
つ
の
学
校
が
五
学
級
以
下
と
な
っ
た
場

合
、
最
低
限
度
必
要
な
教
員
数
の
配
置
す

ら
困
幾
に
な
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
最
小

限
一
学
年
一
学
級
を
保
っ
て
い
け
る
程
度

で
な
い
と
教
員
数
に
お
い
て
不
利
と
な
る

教
育
効
果
か
ら
云
え
ば
、
一
般
的
に
十
二

学
級
か
ら
十
入
学
級
程
度
が
最
も
適
当
で

あ
る
と
い
う
結
論
が
出
て
い
る
。

問
児
童
の
学
力
と
学
校
の
規
模

学
力
は
一
般
的
に
考
え
て
、
そ
の
も
の

の
素
質
す
な
わ
ち
そ
の
知
能
、
体
力
、
努

力
お
よ
び
教
育
組
織
、
学
校
の
施
設
設
備

友
人
関
係
、
家
庭
環
境
、
地
域
社
会
の
文

化
的
社
会
的
状
況
等
の
総
合
力
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
き
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
か
ら
、
あ
る
程
度
ま
で
は
大
き
い

方
が
学
力
が
つ
く
よ
う
で
あ
る
。

ω児
童
の
社
会
性
と
学
校
規
模

児
童
が
将
来
社
会
的
に
大
き
く
広
く
活

摂
す
る
た
め
に
は
、
小
学
校
時
代
か
ら
そ

の
社
会
性
を
護
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た

め
に
は
適
正
な
大
き
さ
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
ク
ラ
ブ
活
動
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を

行
う
に
し
て
も
．
団
体
競
技
を
行
う
に
も

同
級
生
が
少
い
の
で
は
お
互
い
に
啓
発
あ

う
力
が
乏
し
く
な
る
。

ω経
費
の
合
理
化
と
学
校
の
規
模

学
校
教
育
を
効
果
的
に
実
施
す
る
に
は

そ
の
施
設
設
備
の
充
実
が
重
要
な
要
素
で

あ
る
。
世
界
文
化
の
急
速
な
進
み
に
伴
つ

t会

日

会

て
教
育
の
内
容
も
復
雑
化
し
て
き
で
い
る

視
聴
覚
教
育
や
技
術
教
育
が
高
度
化
さ
れ

て
き
て
い
る
今
日
、
そ
の
施
設
設
備
の
充

実
の
程
度
い
か
ん
が
教
育
効
果
を
左
布
す

る
。
従
っ

て
そ
れ
が
児
童
の
将
来
の
活
動

能
力
に
多
分
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る

小
規
慌
の
学
校
で
は
児
章
一
人
あ
た
り
の

学
校
経
費
が
割
高
に
な
る
の
で
、
そ
の
学

校
の
地
設
設
備
等
が
貧
弱
に
な
ら
ざ
る
な

得
な
い
。

経
費
商
か
ら
し
て
も
学
校
規
模
は
十
二
学

級
か
ら
十
入
学
級
程
度
が
望
ま
し
い
。

間
大
規
模
学
校
の
是
非

限
度
を
超
え
て
過
大
に
な
る
と
、
教
育

効
果
は
も
ち
ろ
ん
経
費
の
面
で
も
好
結
果

を
期
待
し
得
な
い
の
が

一
般
的
に
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

A
校
長
の
指
導
力
が
う
す
れ
る
（
特
例
は

あ
る
が
）
。

教
員
相
互
の
親
近
感
が
う
す
れ
、
教
員

聞
の
連
け
い
が
円
滑
に
行
わ
れ
難
く
、

一
体
化
活
動
が
不
利
な
場
合
が
多
い
。

B
児
童
も
担
任
教
員
以
外
す
な
わ
ち
校
長

や
他
教
師
か
ら
の
補
導
面
に
劣
る
も
の

が
あ
り
が
ち
で
あ
る
。

C
十
入
学
級
以
上
に
な
る
と
事
務
量
が
地

加
す
る
。

D
施
設
設
備
に
お
い
て
も
経
費
の
増
加
す

る
も
の
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
理
科
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
も
、
限
度
を
こ
え

て
学
級
数
が
わ
ず
か
一
つ
超
過
し
て
も

理
科
室
や
備
品
が
二
室
ハ
分
）
を
要
す

る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
ほ
か
図
工
、
音
楽
、
体
育
等
と
倍

増
の
施
設
設
備
が
考
え
ら
れ
る
。

教
師
の
活
動
能
率
向
上
の
た
め
に
、
教

員
の
週
間
担
当
時
数
の
低
下
が
望
ま
し

い
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
こ
の
こ

と
が
気
に
な
る
。

E
適
正
規
格
を
こ
え
て
三
十
学
級
以
上
に

な
る
場
合
は
適
当
に
二
分
し
て
二
校
に

し
た
方
が
教
育
的
に
も
経
常
費
の
面
で

も
効
果
が
あ
が
る
の
で
あ
る
。

ω適
正
規
模

適
正
規
模
は
全
国
的
デ
l
タ
ー
か
ら
結

論
づ
け
ら
れ
た
の
が
十
二
学
級
か
ら
十
入

学
級
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
文
部
省
の
手
引
を
も
と
に
し
て
学

校
統
合
の
概
略
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
文
部
省
が
最
も
お
そ
れ
て
い
る

こ
と
を
申
し
あ
げ
て
教
背
委
員
会
か
ら
特

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
所
高
所
か
ら
考
え
な
い
統
合
、
全
体

的
の
視
野
の
上
か
ら
考
え
な
い
統
合
、
将

来
の
町
づ
く
り
の
計
画
に
基
か
な
い
統
合

の
行
わ
れ
る
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で

す
。
現
在
の
町
の
姿
勢
を
も
と
に
し
た
統

合
論
、
一
部
の
地
区
や
一
つ
の
学
校
の
都

合
の
み
を
考
え
て
の
統
合
論
、
一

時
的
な

情
熱
の
ほ
と
ば
し
り
の
主
観
的
な
統
合
論

に
ま
ど
わ
さ
れ
、
大
局
を
忘
れ
て
動
く
こ

と
の
な
い
よ
う
文
部
省
も
厳
く
戒
め
て
お

り
荒
す
。

百
年
の
大
計
た
る
都
市
計
画
の

一
環
と
し

て
学
校
統
合
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
こ
の
都
市
計
画
の
も
と
を
究
め
ぬ

独
走
的
意
見
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
町
民

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
慎

重
に
大
局
的
に
研
究
し
た
い
も
の
で
す
。

学
校
統
合
に
特
別
の
熱
意
を
持
っ
て
ど
研

究
の
方
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
釈
迦
に
説
法
に
な
っ
て
恐
縮
で
す
が

ど
う
か
「
学
校
統
廃
合
」
を
綿
密
に
し
て

妥
当
な
新
し
い
町
づ
く
り
即
ち
都
市
計
画

の
一
切
を
基
礎
と
し
て
大
局
的
全
体
的
に

妥
当
適
正
か
つ
高
度
な
精
神
を
も
っ
て
ど

研
究
く
だ
さ
っ
た
成
果
を
教
育
委
員
会
に

ご
教
示
た
ま
わ
り
ま
す
な
ら
ば
、
町
の
た

め
、
町
民
の
た
め
、
学
校
の
た
め
の
貴
重

な
啓
示
と
し
て
あ
り
が
た
く
拝
聴
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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郷
土
出
身
の
仙
名
秀
雄
氏

渡
欧
記
念
洋
画
展
開
くお

島

ω保
育
所

遊

戯

、

ゐ

臨

酔

畏

凶

削
町
民
ラ
ジ
オ
体
操
（
第

一
体
操
〉

h
E
F－
k
u
h
指
摘
讃

間
小
、
中
学
校
マ
ス
ゲ
ー
ム

h
－
開
問
膨
山
鹿
説
明
場
M
L

m人
会

議

踊

り

・

咽

d
h
働
鴻
vd
阜

、ト

五
十

日

目

の

組
分
け
は
各
地
区
代
表
者

a

’m－仙

wa
mwh

i

ー

に
よ
っ
て
拙
せ
ん
す
る
。

fh
7
A
W
－

一

F

訂
正

J
五
位
一

点
と
す
る
。

／
匂

一

例
綜
合
成
績
は
得
点
の
最
高
よ
り
順
と

ノ－

す
る
。
同
点
の
場
合
は
高
位
の
多
少

目

下

武

蔵

野
奨
術
大
学
の
講
師
と
し
て

に
よ
る
。
な
お
同
点
の
場
合
は
抽
せ
ま
た
ニ
科
会
の
会
民
と
し
て
中
央
に
活
紐

ん

す

る

。

中

の

郷

土
出
身
の
新
鋭
画
家
仙
名
秀
雄
氏

同
授
賞
は
綜
合
優
勝
旗
、
次
勝
杯
、
参

（

山
崎
出
身
〉
は
明
器
フ
ラ
ン
ス
を
中
心

勝
楯
を
授
与
す

る

。

に

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
洋
画
の
研
究
に
専

制
一
人
一
種
目
と
す
る
（
採
点
種
目
、
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て

採
点
外
種
目
を
問
わ
ず
〉
但
し
地
区
九
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
五

対
抗
二
、

0
0
0米
継
走
の
み
兼
ね
日
間
、
富
山
商
工
奨
励
館
で
偲
展
を
開
催

て

も

よ

い

。

し

、

そ

の

独

自

の

画

風

は

大

方

の

好

評

を

付
昨
年
度
（
第
九
回
大
会
〉
は
雨
の
た
博
し
た
。

本
県
で
は
吉
田
知
事
外
多
数
の

め
中
止
し
ま
し
た
の
で
、
今
年
の
種

県

議

会
議
員
、
本
町
で
も
鹿
熊
県
議
、
本

目
等
は
昨
年
の
種
目
と
同
じ
で
あ
り
村
町
長
、
小
坂
町
議
会
議
長
外
多
数
の
同

今
大
会
を
第
九
回
大
会
と
し
ま
す
。
好
者
、
文
化
人
等
が
氏
の
事
業
を
後
援
者

二、

採
点
外
種
目

一

簡

易

保

険

で

っ

か

む

生

活

の

安

定

ωお
て
て
つ
な
い
で
〈
男
女
）

一
一

一

、

年
令
満
二
五
才
以
上

山
一

間

一

豊

カ

な

郷

土

を

簡

易

保

険

の

資

金

で

…－
－

一

人

員

男

二

名

女

二

名

山
－

－

大
疋
五
年
十
月

一
日
に
は
じ
め

こ
の
資
金
が
国
民
生
前
の
福
利
増
～

間
二
人
三
脚
〈
男
女
）

：

i
へ
－
一
恩
－

ら
れ
た
間
易
保
険
は
・
』
の
十
月
一
巡
の
た
め
に
前
刑
さ
れ
て
い
る
こ
山

年
令
満
二
六
才

t
四

O
才

－

－
E
M

－一
てJ
id

－

－

人
民
各
地
区
ニ
組
〈
八

O
米
）

H

・

・

日

で

四

十

七

μ
件
闘
を
む
か
え
ま
と
は
今
さ
ら
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
～

V

一

一

ω網
越
し
ポ
l
ル
（
男
女
）

一
一
呆
一

し

た

。

川

ん

。

年
令
満
四
一
才

t
五

O
才

一

－

一，

at
一

い
う
ま
で
も
な
く
、
簡
易
保
険
は
紛
円
町
で
も
羽
犯
人
千
二
百
万
円
い

削
び
い
似
し
制
一
L
J町
的
仁

M
全
此
）
…

一

一

国
営
の
生
命
保
険

裂

で、

2
の
融
資
を
受
け
て
住
み
よ
い
郷
土

一

三
、
地
区
対
抗
二
、

8
2
2
8一
－

F
契
約
高
二
兆
八
千
億
円
、
保
育
資
鐙
敢
に
向
か
っ
て
レ
ま
す
。

中
学
生
、
高
校
生
、
青
年
満
二
六

v

・

一

金
一
兆
円
を
突
破
す
る
と
い
・
フ
巨

こ
ぞ
っ

て
簡
易
保
険
に
加
入
し
ま

J

才
以
上
各

一

名

一

！

額

に

注

し

て

い

ま

す

。

し

よ

う

。

一

回
、
団
体
積
投
種
目

昭

和

お

年

度

朝

日

町

民

体

育

大

..6.. 
3ヨE

種

目

期
日
十
一
月
一
一
一
日
（
日
〉
雨
天
中
止

会

犠

朝

日
町
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

集
合
午
前
九
時

て
採
点
種
目

ω小
学

校

六

O
O米
縦
走

四
、
五
、
六
年
男
女
各

一
名

例
中

学

校

九

O
O米
継
走

一
、
二
、
三
年
男
女
各
一
名

ω宇
宙
旅
行
継
走

（男〉

年
令
自
由
人
員

一
O
名

ω豊
年
縦
走
（
女
」

年
令
満
二
六
才
以
上

人
員
一
五
名

問
腎
年
八

O
O米
継
走
（
男
女
）

年
令
満
二
五
才
以
下

人

民

男

三

名

女

三

名

ω．コ
l
ル
ハ
イ
継
走

（男）

年
令
満
二
六
J
四
五
才

人
員
一
五
名

的
紅
白
玉
入
れ
（
男
女
〉

年
令
満
四
六
才
以
上

人

員

男

一

二

名

女

二

一名

附
年
令
別
九

O
O米
継
走
（
男
女
）

人

員

男

五

名

女

五

名

と
し
て
尽
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
県
外

で
活
飽
の
郷
土
出
身
の
美
術
家
や
芸
能
人

文
化
人
に
対
し
て
は
広
く
町
民
全
体
の
後

援
が
望
ま
し
い
も
の
で
す
。

仙
名
秀
雄
氏
略
歴

一
九
二
七
年
旧
山
崎
村
に
生
ま
れ
、
入
普

農
学
校
卒
業
後
京
都
に
お
い
て
北
野
以
悦

氏
に
日
本
画
を
学
ぶ
。

一
九
四
六
年
山
崎
小
学
校
、
小
川
中
学
校

泊
中
学
校
に
奉
職
。

一
九
四
七
年
県
展
入
選
、
一
九
四
八
年
読

売
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
出
品
、
引
き
続
き

独
立
美
術
展
記
念
賞
を
受
け
る
。

一
九
五
二
年
武
蔵
野
美
術
大
学
卒
業
、
同

年
以
来
毎
年
二
科
展
に
出
品
す
る
と
と
も

に
、
例
年
銀
座
画
廊
に
お
い
て
個
肢
を
開

き
現
在
に
至
る
。

出
場
全
種
目
に
優
勝

県
休
日
東
紡
女
子
選
手

去
る
県
民
体
育
大
会
に
下
新
川
郡
代
表

と
し
て
陸
上
麓
技
に
出
場
し
た
日
東
紡
女

子
チ
l
ム
は
、
出
場
全
種
目
に
優
勝
す
る

と
い
う
偉
業
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

成

績

八
一
百
米

一
位
近
藤
由
葉
子

二
二
秒
四

ム
八
十
米
障
筈

一
位
笹
山
川
安
津
子
一
四
秒
ニ

ム
走
巾
純

一
位
訟
浦
安
沖
子

五
米

O
六

ム
砲
丸
投

一
位
田
原
サ
ツ
エ

一
O
米
四
三

ム

愉

投一
位

悶

原

サ

ツ

エ

ニ

五
米
九

O

ム
四
百
米
縦
走

一
位
米
原
幹
子
、
近
藤
由
美
子

訟
浦
美
津
子
、
田
原
サ
ツ
エ

毎月 5の日は税の相談日

魚
津
税
務
署
で
は
毎
月
五

、十
五
、
＝
十
五
日
ハ
五
の

日
が
日
曙
祭
自
に
あ
た
る

と
き
は
そ
の
翌
日
）
の
月

三
回
「
税
の
相
談
室
」
を

設
け
て
、
署
の
幹
部
が
み

な
さ
ん
の
相
設
に
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
よ
り
遠
方
の
た
め

出
署
が
困
難
な
方
の
た
め

に
は
、
町
役
場
に
相
談
の

中
つ
ぎ
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（閉じ川
）

本
紙
九
月
号
「
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
」
の
推
定
児
童
数
の
う
ち
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
、
お
詫
び

申
し
あ
げ
ま
す
。
（
太
字
l
訂
正
箇
所
）

一計
一
間

切

削

お

n
n
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優
生
保
護
法
と
計
画
出
産

泊
病
院
副
院
長
輩
産
婦
人
科
医
長

川

上

十

ひ

最
近
週
刊
紙
上
で
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
人

体
実
験
手
記
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
で
人
口
雌
娠
中
絶
に
関

連
し
て
優
生
保
護
法
が
論
議
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
能
生
保
箆
法
は
優
生
上
の
見
地
か

ら
不
良
な
チ
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
と

む
に
、

母
性
の
生
命
健
康
を
保
護
す
る
法

作
で
あ
っ
て
、
決
し
て
人
工
流
産
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

近
頃
堕
胎
が
簡
単
に
出
来
る
と
思
っ
て
医

師
を
訪
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
初
産
婦

一

一

の
場
合
は
軽
卒
に
人
工
姫
娠
中

一
的
J

一
絶
を
行
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん。

一
レ
4m

一

そ
の
理
由
は
、

付
次
回
の
純

一
2

バ
一

娠
が
困
態
で
、

一
生
子
供
が
出

一
4
M
一
来
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

一
回
間
一

伺
習
慣
性
流
産
の
原
因
に
な
り

一
保
一

ま
す
。
付
う
ま
く
純
娠
出
来
て

二
葉
一

も
分
娩
の
時
に
い
ろ
い
ろ
な
障

一
宮
劃
一

容
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

一
時
w
一
す
。
伺
子
宮
内
膜
炎
、
卵
管
炎

一
順
一

な
ど
に
摺
り
、
子
宮
外
純
娠
の

一
匡
一
一

原
因
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て

一

一

い
ま
す
。
伺
ご
く
ま
れ
に
は
手

術
上
の
失
敗
で
不
幸
な
転
問
を
と
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
而
由
く

な
レ
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
最
初
の
子

ど
も
だ
け
は
つ
と
め
て
産
む
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
若
い
健
康
な
男
女
が
結
借
す

れ
ば
舵
娠
す
る
の
は
当
然
で
す
か
ら
、
ま

だ
子
供
が
欲
し
く
な
い
夫
婦
は
早
速
医
師

か
保
健
婦
に

一
時
的
避
舶
の
方
法
を
教
わ

り
、
そ
れ
を
実
行
し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は

喜
ん
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
そ
し
て
貯
金

も
出
来
た
し
、
生
活
も
安
定
し
た
ら
初
め

て
子
ど
も
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
が
本
当
の

計
画
出
産
で
す
。
避
怖
に
失
敗
し
た
か
ら

と
い
っ
て
手
軽
に
人
口
舵
娠
中
絶
を
す
る

の
は
良
い
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さあ（群盗品易会号）第98号(3) 

し
か
し
姫
娠
ま
た
は
分
娩
が
母
体
の
生

命
に
危
険
が
あ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
と

か
、
暴
力
に
よ
っ
て
蛙
娠
さ
せ
ら
れ
た
時

と
か
、
ま
た
は
悪
い
遺
伝
性
疾
患
が
あ
る

時
は
例
外
で
す
か
ら
医
師
に
相
談
し
て
善

処
し
て
く
だ
さ
い
。

前
に
述
べ
た
こ
と
と
相
反
す
る
よ
う
で

す
が
必
要
以
上
に
人
工
姫
娠
中
絶
を
お
そ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
中
粧
を

数
回
繰
返
し
た
ら
焔
に
な
る
と
云
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

現
に
数
人
の
子
供
を
有
し
、

母
体
の
髄

康
が
著
し
く
饗
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
心

配
せ
ず
に
医
師
に
相
談
し
治
療
を
受
け
、

早
く
健
康
な
体
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

が
優
生
保
護
法
の
本
旨
で
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
導
こ
う

ち
え
の
お
く
れ
た
子

社
会
福
祉
制
度
も
年
を
追
っ
て
充
実
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
運
動
の
一
環
と
し
て

知
恵
の
お
く
れ
た
子
ど
も
を
み
ん
な
の
力

で
導
こ
う
と
い
う
趣
胃
の
も
と
に
、
県
下

各
市
町
村
に
精
神
薄
弱
者
育
成
会
が
結
成

さ
れ
、
県
の
育
成
会
に
も
加
入
し
て
、
地

区
の
大
き
な
組
織
活
動
と
し
て
活
発
に
運

動
し
て
い
ま
す
。

朝
日
町
に
お
い
て
も
知
恵
の
お
く
れ
た

不
幸
な
子
ら
の
た
め
に
、
親
や
兄
弟
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
方
も

一
緒
に
な
っ
て
、

と
も
に
悩
み
、
ル
」
も
に
考
え
、
と
も
に
行

動
し
て
、
不
手
な
子
ら
を
明
る
い
将
来
へ

湧
こ
う
と
、
現
在
あ
る
山
崎
小
学
校
の
特

殊
学
析
を
助
長
し
、
こ
れ
を
中
心
に
朝
日

町
精
神
薄
弱
者
（
児
）
育
成
会
を
結
成
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
成
総
会
を
十
月
二

十
五
日
に
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

隣
人
が
隣
人
を
呼
ん
で
家
庭
悲
劇
か
ら

脱
却
し
、
親
た
ち
の
同
一
の
願
い
の
た
め

の
連
絡
と
、
社
会
啓
発
、
終
生
の
福
祉
を

計
る
た
め
の
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
さ
れ
、
加
入

を
4
仰
望
さ
れ
る
・
万
は
担
当
地
区
の
民
生
委

員
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

わ (3）ベはル ギー ＇－＇0と三てのf一一一一『，＿＿，.＿，，.＿，.＿.，一一一－－－~年でががのに り り諸経物最 （2)
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紛i お 表 利 L 力。のO内。年石六が炭必而に法 、 に産にてエ、持は 、 o~十 二 百l る と 件しのて昇炭に
入 よ）用あと薪他O木こ聞と位：国燃要 のつ、地あ 築 あ 水不わ が 四こ万 l苗 O と恐 は のて 開お等能つ
に び をる石炭の万炭のイ文雄 石 の料が改い貯下りはるカルが出 O のトし O しれレ優の戦りの率い
依 地 考が油エ素層一 中採定で森であ 良 て 炭ガ 、斜。にギ国来 O f~ ンて自主て が ろ る 石毛率 、たがて
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主要国のエネルギ一消費に占める石油の割合

｜イギリス ｜西ドイツ ｜フランス ｜イタリー ｜日 本｜

各国の石炭賦存.rn:Rひ・年起高生産量とその寿命

；賦有： 盆 年最高生産量 持 一一一石
Cm9屯） ( 106 I立） （年）

1.725 500 ・ 3,400
7.765 400 19.000 
836 140 600 
172 240 700 
20 6.5 300 
18.5 18 1.000' 
1.2 1 1.200! 

12 58 I 2001 
11 35 I 300! 

10 . 558. 7 1 . 457 I. 7，初日｜

てOまがはのわ（5)I大え 祖 はな亡七 L・れ ー る
い O し 、な利が原源いら利、る通 O るを四量八
~万た計く用国子とにれ用レ o;;;-o 0 五万は億
u キ と画 、は で力云開る、ンこす tわO倍毎粁
ロおと目実はにえ発が太ズの心二が億 と時米
ワ りし下用未よるす、防等太g、国年い三離
ツ昭て試にだる。る原電に陽 o二ののう六れ
ト和 は験供エも 必子池よ熱 ;:rO年 昔 膨Oた
の四 本研せネの 要力にるのAo間よ大億地
開 十紙究らル の利よ高利~時 日 りなキ球
発 五 回の れ ギ あ用る温用包間射地 量ロ全
が隼月段 て l ると利利方~で時球でカ体
予 度号陪い 雷、 エ同用用法品あ間にあロに
定迄ででると ネ様等やととるは与るリ習j
さに述あも し ル今が中しえか ーえ。 l達
れーべ るのて ギ後考低てとら、て このす

第2表

！国 名

l米 国

ソ連及共産圏
西 独
イギリス

日 本 h

オーストラリヤ l

イ タ リ ー i
フ ラ ン ス ｜

ベルギー ！
計 ｜

て
い
る
が
、
石
油
の
賦
存
量
は
四
、
七
O

O
、
0
00
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
と
推
定
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
採
鉱
の
進
展
に
よ
り
埋

蔵
量
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
が
大
き
な
期

待
は
望
め
な
い
。
天
然
ガ
ス
は
主
と
し
て

化
学
工
業
の
原
材
料
、
燃
料
用
と
し
て
消

費
さ
れ
年
間
約
五
、
六
億
ト
ン
（
三
十
四

年
度
実
績
）
の
生
産
が
あ
り
、
近
年
そ
の

需
要
は
年
キ
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
が
水

溶
性
ガ
ス
で
あ
る
た
め
、
そ
の
採
取
に
よ

り
地
盤
沈
下
の
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

生
産
量
は
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
て
い
る

地
熱
に
つ
い
て
は
わ
が
国
は
有
数
の
火
山

温
泉
国
で
、
そ
の
源
泉
は

一
万
ケ
所
以
上

も
あ
り
、
湧
出
湯
量
は
石
炭
に
換
算
す
る

と
四

O
O万
ト
ン
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
利
用
地
点
の
経
済
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
〈
第
三
表
）

削
太
陽
熱
お
よ
び
風
力
に
よ
る
も
の

晴
天
の
日
に
地
球
表
面
に
速
す
る
日
射
量

は
毎
時
平
方
米
当
り
八
四

0
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
で
こ
れ
は
大
体
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
熱
量

に
等
し
い
。
そ
の
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一

年

朝日町描会直lj1麗畏
総合開発特別委員畏

栄井酒

第3表

n
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年

朝日町長寿番付

8 3 和昭

8 5才以上かぞえ 年

坂東 いよ さ ん梅沢ちゑさん

西

前
頭
一
佐

波

ふ

で

一
八
八

一
五
ケ
庄

一
前
頭

一
魚

津

も

と

一
八

六

泊

H

－平

野

ち

ょ

一
八
八

一泊

一
H

一
浜

り

せ

一
八
六

一
五
ケ
庄

H

一大

村

ち

ょ

一
八
八

一泊

一
H

一
重
田
ふ
て
一
八
六

一
五
ケ
庄

H

一広

川

も

と

一
八
八

一境

－
H

一
水

島

き

の

一

八

六

一宮
崎

H

一
大
平
吉
太
郎

一
八
八
一
泊

一
H

一
小

沢

ふ

じ
一
八
六
一
大
家
庄

η

一追

分

ざ

と

一

八

七

一
五
ケ
庄

一
H

一
水
島
栄
太
郎
一
八
六
一
境

H

一古
沢
権
太
郎
一

八
七

一大
家
庄

一
H

一

坂

東

り

せ

一
八
五
一

泊

H

一

金

井

も

よ

↑
八
七

一
五
ケ
庄

一
H

一
水

島

よ

き

一

八

五

一泊

H

一
居
波
シ
カ
一

八
七

一泊

一
H

一
越

間

菊

次

郎

一
八
五

十泊

H

一沢

崎

サ

ワ

一
八
七
一

大
家
庄

一
H

一
大

菅

す

い

一
八
五
一
泊

げ

一折

谷

さ

と

一
八
七

一笹
川

一
η

一
根

建

き

み

一
八
五
一
境

H

一花
一
局
の
よ

一
八
七

一山
崎

一
η

一
松
固
ま
そ
一
八
五

↑泊

付

一大

井

久

次

郎

一
八
六
一
山
崎

一
吋

一松

田

の

よ

一

八

五

一
五
ケ
正

吋

佐

渡

つ

よ

一
八
六

一泊

一
H

一
口
岩
市
次
郎

一
八
五

一宮
崎

H

大

沢

た

け

八

六

－
五
ケ
庄

一
H

一加

藤

よ

き

一
八

王

宮

崎

H

岡

本

や

す

八

六

一泊

一
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第
四
回
朝
日
町

青
年
問
題
研
究
集
会

、
主
催

、
期
日

朝
日
町
連
合
青
年
団

昭
和
記
年
叩
月
何
回
円
土
）

t
叩
月
却
日
〔
臼
〉

三
、
会
場
笹
川
小
学
校

四
、
参
加
者

朝
日
町
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団
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携
行
品
第
一
日
夕
食
、

七
、
内
容

帥
部
会
研
究

米
一
二
合

「
社
会
」

「
文
化
」
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サ
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ッ
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を
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。
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